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農
林
水
産
省
の
出
先
機
関
に
お
け
る
勤
務
評
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
四
月
三
十
日
付
の
読
売
新
聞
夕
刊
に
、
農
林
水
産
省
の
出
先
機
関
の
う
ち
少
な
く
と
も
十
四
の
機
関
で
、
機
関
の
長
が

同
省
の
労
働
組
合
で
あ
る
全
農
林
労
働
組
合
の
要
求
を
受
け
入
れ
、
勤
務
評
定
を
人
事
に
反
映
さ
せ
な
い
と
す
る
文
書
（
以

下
、
「
文
書
」
と
い
う
。
）
を
交
わ
し
て
い
た
こ
と
が
同
日
わ
か
っ
た
と
の
記
事
（
以
下
、
「
読
売
記
事
」
と
い
う
。
）
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

「
読
売
記
事
」
に
よ
る
と
、
「
文
書
」
に
は
「
勤
務
評
定
に
よ
る
労
働
条
件
の
差
別
は
一
切
行
わ
な
い
」
、
「
労
働
条
件

に
つ
い
て
は
す
べ
て
組
合
と
事
前
に
協
議
す
る
」
と
い
う
項
目
が
十
四
機
関
で
ほ
ぼ
共
通
し
て
お
り
、
他
に
は
「
職
員
が
勤

務
評
定
に
『
反
対
』
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
、
上
部
に
伝
え
る
」
、
「
学
歴
、
学
閥
な
ど
に
よ
る
差
別
を
な
く
す
」
、
「
労

働
条
件
、
労
働
慣
行
に
か
か
る
既
得
権
は
尊
重
す
る
」
等
の
項
目
も
あ
り
、
更
に
は
、
七
年
に
一
度
、
必
ず
特
別
昇
給
す
る

こ
と
を
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
る
機
関
も
あ
っ
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
右
は
事
実
か
。

二

一
が
事
実
な
ら
、
そ
の
様
な
取
り
決
め
を
行
う
こ
と
は
、
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で
あ
る
国
家
公
務
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

行
為
で
あ
っ
た
か
。
農
水
省
の
見
解
如
何
。

三

「
文
書
」
は
い
つ
頃
か
ら
交
わ
さ
れ
て
い
た
か
。

一



四

農
水
省
に
お
い
て
「
文
書
」
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
の
は
い
つ
か
。

五

「
読
売
記
事
」
に
あ
る
「
文
書
」
の
内
容
は
、
国
民
の
一
般
常
識
、
一
般
的
感
覚
か
ら
し
て
も
到
底
理
解
の
得
ら
れ
る
も

の
で
は
な
く
、
例
え
ば
そ
の
中
の
う
ち
、
職
員
個
々
人
の
能
力
、
努
力
に
関
係
な
く
七
年
に
一
度
、
特
別
昇
給
す
る
と
い
う

ル
ー
ル
は
、
国
民
の
税
金
を
無
駄
遣
い
し
て
い
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
農
水
省
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
「
文
書
」

が
交
わ
さ
れ
、
こ
の
様
な
非
常
識
な
慣
行
が
罷
り
通
っ
て
き
た
こ
と
を
把
握
で
き
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

六

農
水
省
と
し
て
、
最
初
に
「
文
書
」
が
交
わ
さ
れ
て
い
た
時
に
さ
か
の
ぼ
り
、
責
任
あ
る
者
に
対
し
て
然
る
べ
き
処
分
を

下
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
農
水
省
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

二


